
自然との距離

・自然や生きものとの触れ合いの機
会を持つ。
・自然の素晴らしさを感じ，写真や
絵，文章等で伝える。

・エコツアーや自然観察，農業体験等
に参加する。
・希少な生きものを捕ったり，傷つけ
たりしない。

・生きものの生息・生育環境の保全活動に
参加する。

・生物多様性について学習する
・自然と共生してきた伝統的な知
識・文化や生物多様性の大切さ
を伝える。

・動物園や水族館，植物園等に行く。
・庭先や生垣，ベランダ，壁面等を
緑化する。（なるべく在来種を使
用）

・食事やペットフード等にジビエを
取り入れる。

・マイバッグやマイボトル等を使用
してプラスチックごみを減らす。

・旬のものや地のものを食べる
・環境に配慮した商品・サービス
を優先的に利用する。

・ペットを最後まで責任を持って
育てる。

・省エネや再エネに取り組む。
・エコドライブを実施する，公共
交通機関を優先的に利用する。
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・野生鳥獣にエサを与えない。

・生物多様性保全活動に寄付
する。
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・生物多様性に関する調査に参加する
・美化活動に参加する。


